
令和６年度当初予算の主な事業

人 活力 安全 希望 安心 快適

計 画 推 進

計 画 推 進

 「人と地域が輝き、未来へつながるまち田辺」の実現に向け、市民と行政がまちづくりの方向性を共有し、それぞれの
役割分担のもとで取組を効果的に進めていくための体制や環境を構築します。
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令和６年度当初予算の主な事業

７ 「計画推進」

新庁舎開庁を契機に、主権者教育の推進及び市民により身近で開かれた
議会を目指して、高校生議会を開催する

開催日 令和６年７月下旬～８月下旬の１日間
対象者 市内に所在する高等学校に在学中の生徒 20人
内 容 テーマごとに３つの委員会に分かれ、市議会議員と高校生

とが意見交換を行う

【議会事務局】

高校生議会の開催 44千円 新規

デジタル技術を活用し、人口減少への対応と地方創生の推進を図るため、
第３期田辺市版総合戦略を策定する

計画期間 Ｒ７年度～Ｒ９年度

【企画広報課】

田辺市版総合戦略の策定 14,700千円
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市民の利便性向上を図るため、窓口での各種支払時におけるキャッシュ
レス決済サービスを導入する。また、各種証明書の発行に際し、オンライ
ン申請・決済サービスを導入する

窓口キャッシュレス対応（備品購入費、決済手数料ほか）
市民課 2,489千円 税務課 2,328千円
スポーツ振興課 3,128千円 四村川財産区 2,097千円

オンライン申請・決済（ソフト使用料、通信費、決済手数料）
情報政策課（オンライン決済サービス利用料） 660千円
土地対策課（地籍調査成果品参考資料）  1千円
市 民 課（住民票、戸籍、身分証明書ほか） 175千円
税 務 課（課税・所得証明書及び非課税証明書）22千円

【情報政策課ほか】

キャッシュレス決済及び電子申請システムにおける
オンライン決済機能等の導入 10,900千円

新規

新規

地域や社会の状況の変化に応え、備えるために、住民自らが決めて自ら
が担う「田辺らしい自治のあり方」の研究を行う

Ｒ６年度 モデル事業の実施

１地区（Ｒ５年度からの継続）
考える会、準備会の開催など

１地区（Ｒ６年度から新規）
意見交換会、話す会、考える会の開催など

【自治振興課】

田辺らしい自治のあり方研究事業 2,180千円



令和６年度当初予算の主な事業

７ 「計画推進」
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市で運用している20業務（住民票、税、福祉、教育等）について、国が示
す標準仕様に準拠したシステムへ移行する

【情報政策課ほか】

情報システムの標準化・共通化・オープン化 488,300千円

市民の利便性向上及び災害時における情報発信の充実等を図るため、市
民がインターネットにより市が保有する地図情報を閲覧できるシステムを
導入する

整備内容
地図情報    32,038千円（情報政策課）
津波ハザードマップ     400千円（防災まちづくり課）
土砂災害ハザードマップ    300千円（土木課）
洪水ハザードマップ       300千円（管理課）
道路情報       4,950千円（管理課）

【情報政策課ほか】

公開型地理情報システムによる地図情報の公開
 37,988千円

新規

業務名 Ｒ６予算額 Ｒ７債務負担 担当課

システム環境構築 41,794千円 ― 情報政策課

住民基本台帳 49,940千円 ―

市民課

コンビニ交付 15,400千円 ―

戸籍 2,890千円 ―

国民年金 23,650千円 ―

児童手当 ― 24,200千円

児童扶養手当 ― 23,100千円

税 130,273千円 ― 税務課

障害者福祉 4,400千円 ― 障害福祉室

生活保護 6,300千円 ― 福祉課

健康管理 7,600千円 9,200千円 健康増進課

子ども子育て支援 ― 30,800千円 子育て推進課

就学 78,000千円 ― 学校教育課

給食管理 37,000千円 ― 給食管理室

選挙人名簿 ― 18,000千円
選挙管理委員会

事務局

医療費助成 48,953千円 ―

保険課国民健康保険 15,700千円 ―

後期高齢者医療 ― 40,700千円

介護保険 26,400千円 ― やすらぎ対策課

計 488,300千円 146,000千円
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